
当社は、中期経営計画「Brand-new Deal 2023」において、2021年度と中計期間中の連結純利益の目標、更にGHG

排出量削減に関する長期目標を設定しました。中長期の目標達成を見据えた短期目標の設定と、短期目標の達成に
伴う中長期のトラックレコードの着実な積み上げにより、説得力のある持続的な企業価値の拡大を目指します。

当社は、非財務資本を増大させる「機会」、または毀損させる
「リスク」の程度を勘案し、サステナビリティ上の重要課題と 

して特定した上で、本業を通じてその解決に取組んでいます。 
当社がこれまで積み上げてきた信頼・信用力を「てこ」に、 
非財務資本の維持及び更なる拡大を実現していきます。

■ 「企業価値の積み上げ」に向けたロジック・ツリー

ロジック・ツリーと非財務資本等との関係性
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定量目標

中計期間中に 
連結純利益6,000億円の

達成を目指す

非資源分野を中心 
とした強固な収益基盤 
の更なる強化

持続的な成長を支える 
取組み

本業を通じた 
持続的な企業価値向上
と社会課題解決の両立

GHG排出量削減に 
関する目標

2040年までに 
「オフセットゼロ」、 

2050年までに 
「実質ゼロ」を実現

「マーケットイン」による 
事業変革

• 「商品縦割り」による弊害の打破
•  ビジネスモデルの進化と新たな成長
機会創出の推進

•  バリューチェーン変革による事業 
成長

「SDGs」への 
貢献・取組強化

•  業界に先駆けた脱炭素社会の実現
•  「三方よし資本主義」によるすべての
　ステークホルダーへの貢献
•  生活基盤の維持・環境改善等の 
持続可能な社会への貢献

グループ最大の消費者基盤 
ファミリーマート事業の進化

川下起点の 
バリューチェーン全体の変革

 
データ活用・DXによる 
収益機会拡大

株主還元後実質フリー・キャッシュ・ 
フローの黒字を前提とした 
キャッシュ・アロケーション

ピークアウト・低効率ビジネスの
継続的な資産入替

一貫した財務戦略の 
維持・財務基盤強化

•  A格にふさわしいB/Sマネジメント
•  高効率経営（高ROE）の継続
•  EPSの持続的成長

3つのバランス
（成長投資・株主還元・
有利子負債コントロール）堅持

 循環型ビジネスの主導的展開

  バリューチェーン強靭化による
持続的成長

 脱炭素社会を見据えた事業拡大

労働生産性の向上を実現する 
人事制度・施策の強化

業界最少の執行役員数の徹底と
メリハリの効いた役員報酬制度の構築

基本方針

非財務資本、マテリアリティ、SDGsの関連性
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技術革新による 
商いの進化

気候変動への 
取組み（脱炭素 
社会への寄与）

 働きがいのある 
職場環境の整備

人権の尊重・配慮

健康で豊かな 
生活への貢献

安定的な 
調達・供給

 確固たる 
ガバナンス 
体制の堅持

  特にマテリアリティとの関連性が高いと判断される非財務資本を示しています。なお、「信頼・信用力」はすべてのマテリアリティとの関連性が高いと 
考えています。

■ 非財務資本の維持・高度化とマテリアリティの関係性

経営環境の変化（SDGs等）に
対応可能な経営体制の整備
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三方よし 経済価値の拡大

環境・社会価値の拡大

POINT
企業価値の 
積み上げ
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